
　

■演者：北岡 有喜（社会医療法人岡本病院（財団）理事/京都岡本記念病院

　　　　副院長/NPO法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター顧問）
　　　　

　

 生成ＡＩの展望とその社会的インパクト

■演者：竹原 司（インフォグリーン株式会社代表取締役社長/
　　　　NPO法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター副代表理事）

【会場参加者・演者を交えた総合討論会】
『ＤＸによる社会改革の光と影』

第26回京都研究会
http://www.sccj.com/kk/2024-2025

特定非営利活動法人
日本サスティナブル・コミュニティ・センター
代表理事　新川 達郎

13:０0～16:30

主催：特定非営利活動法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター（SCCJ）

●お申し込み：下記アドレスにメールをお送りください。

担当：小川 　info@dokokaru.net 

●参加費：無料

研究会(13:00～) 　無料 無料

お問い合わせ：SCCJ  　E-mail:info@dokokaru.net

2025年1月23日(木)
13時ログイン開始～16時30分

　

研究会
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デジタル・トランスフォーメーションは、社
会や経済の活動を大きく組み替えてきていま
す。技術革新によって、多大な利益が生まれ
ているし、一人一人の暮らし方も快適に、豊
かになる可能性が広がっています。

しかしながら、その一方では、ＤＸの急速な
進展は、既存の社会システムや価値観との矛
盾や対立を生んでいる面もあります。加えて
、一人一人の違いによるＤＸの影響は善悪あ
るいは大小含めて、さまざまであり、それら
の対応に苦心している側面もあります。

そうした矛盾を解く努力は同時に技術革新そ
れ自体を大きくゆがめる場合もあります。個
人情報の保護、プラットフォーマー規制、Ａ
Ｉの利用統制など、枚挙にいとまがありませ
ん。持続可能なコミュニティを目指す上で、
私たちが克服しなければならない課題は山積
しています。

2024-2025年の京都研究会では、ＤＸが当
たり前となりつつある社会で、持続可能なコ
ミュニティを作り出していく方向を模索した
いと考えています。そのためにいま私たちが
多くの便益を享受しようとしているＤＸが、
同時に私たちやその社会に与える負の影響、
それらを乗り越えようとする努力とその反動
など、考えなければならない課題について議
論を深めたいと思います。

オンライン開催ですので、アクセスも容易か
と思います。多くの皆様のご参加をお待ちし
ております。

■コーディネータ：新川 達郎（同志社大学名誉教授/

　NPO法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター代表理事）

■登壇者によるパネルディスカッション

 

SCCJ会員
（企業・団体/個人）・学生
および地方公共団体職員の方

            

※　演題名は変更の可能性があります。

一般
プラン

対　象

■演者：新川 達郎（同志社大学名誉教授/

　　　　NPO法人日本サスティナブル・コミュニティ・センター代表理事）

ＩＣＴが役に立たない社会
　　　　　　　＝その現場からの課題解決に向けて

医療現場が求める真の医療ＤＸとは？

Ｚｏｏｍ 開催


